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アメリカ現代詩のくセステイーナ〉  

－その現状と意義一  

森 田  孟  

南仏プロヴァンスの吟遊詩人アルノオ・ダニエル（ArnautDaniel，C．1180  

1210）の創造になる詩型セクスティーヌ（sextine）は，その後イタリアに伝  

わってかなり広く用いられ，十六世紀になってフランスに逆輸入され，英語世  

界ではセステイーナ（sestina）として現代に到っている面白い制約のある詩  

型である。六行六連体半詩節付きの，計39行の詩で，六語の鍵語を各行末語と  

して使用し，その配列が決っている。セクスティーメでは，その六種類の行末  

語が二種（三種の場合もあるが）の脚韻を踏み，各行も12音綴の詩行といった  

同じ長さ，という凝りに凝った「複雑極まる技巧を弄し」た「全く職人的人工  

的な詩」りであったが，セステイーナは，特に現代のものは，脚韻も，各詩行  

の長さも制約はなく，ただ行末語の配列法はセクスティーヌを踏襲するが，そ  

れも原則としてである。   

自由詩全盛の現今であるが，種々様々の伝統定型詩は，優れた有力な詩人た  

ちが色々と試み続けており，枠の持つ詩化力は開拓されている。六語の鍵語を，  

行末語として各連で定められた通りの配列で反復し，追連（envoy）では各行  

に二箇ずつ使うという，六語の七回反復によって，彼らは如何なる詩作を行っ  

ているか，その現状と意義を垣間見てみたい。まず少し古いところからだが，  

この詩型の発祥iこ触れているので，英詩人Edmund Gosse（18491928）の作  

品を見てみよう。この詩型の姿を，一目瞭然とさせるために原詩を掲航 行末  

語を斜字体にし，それに1～6の番号を付して，その現われ方を示しておく。  

見られる通り，各連の行末語は，直前の連の行末語を，最後の六行目から始め  

て順次，一行乱 五行日，二行目，匹行目，三行目を，それぞれその連の一行  

目から六行目に用心）てゆくのである。どの語も，各連を通じて同じ行は一度し  

か経験しない仕組みである。追連の三行では，六語のうちの三語が行末に， 残  

りの三語は三行の詩行の中に一語ずつ使われる。   
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Sestim乱  

1InfairProvence，thelandofluteand rose，  

2 Arnaut，greatmaSterOftheloreofloue，  

3 Firstwroughtsestinestowinhislady’sheart，  

4 Sinceshewasdeafwhensimplerstaveshesang，  

5 Andforhersakehebrokethebolldsof7句Ime，  

6 Andinthissubtlermeasurehidhis u）Oe．  

6 “Harshbemylines”，CriedArnaut，“harshtheLuOe  

l Mylady，thatenthorn’dandcruelrose，  

5Inflictsonhimthatmadeherliveinrち′me！”  

2 ButthroughthemetrespakethevoiceofLoue，  

4 Andlikeawildwoodnightingalehesang  

3 Whothoughtir］Crabbedlaystoeasehisheart．  

3 Itisnottoldifheruntoward heart  

6 Wasmeltedbyherpoet’slyrjcu）Oe，  

4 0rifinvainsoamorouslyhesang．  

1 Perchancethrotlghcloudofdarkconceitshe  

2 Tonoblerheightsofphilosophiclove，  

5 Andcrownedhislateryearswithsternerrjg）me．  

5 Thisthingaloneweknow：thetriplerわ′me  

3 0fhimwhobaredhisvastandpassionateheart  

2 Toallthecrossingflamesofhateandloue，  

6 Wearsinthemidst ofallitsstorm and woe  

1 AssomeloudmornofMarchmaybeara rose－  

4 TheimpressofasongthatArnautsang．  

4 “SmithofhismothertOngue”，theFrenchmansang  

5 0fLance】otandGalahad，the7句me  

l Thatbeatsobloodlikeatitscoreofrose，   
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3ItstirredthesweetFrancesca’sgentleheart   

6 Totakethatkissthatbroughthersomuch軋10e   

2 AndseaIedinfirehermartyrdomoflo乙・e．  

2 AndDante，fullofherimmDrtaIlove，   

4 Stayedhisdrearsong，andsoftly，fondlysang   

6 Asthoughhisvoicebrokewiththatweightofzt，Oe：   

5 AndtothisdaywethinkofArnaut’s rhyme   

3 Wheneverpityatthelabouring heart   

l OnfairFrancesca’smcmorydropsthe7T，Ser  

2，5 Ah，SOVere短mLoue，forgivethisweaker rjume！  

4，3 Themenofoldwhosangweregreatat hear［，  

6，1 Yethavewetooknown7｛t）Oe，andwornthy rose．  

EdmundGosse（1849－1928）  

セステイーナ  

麗しのプロヴァンス，リュートと薔薇の土地で  

愛の知識の偉大な宗匠アルノーが  
初めてセステイーナを工夫して 恋する淑女の心を得んとした  
彼が比較的素朴な詩節を歌った時 彼女は耳癒いだったので  
それで彼女のために彼は押韻の拘束を破り  
この更に微妙な手段で自らの悲痛を隠した。  

「耳ぎわりであれ 我が詩は」とアルノーは叫んだ，「苛酷であれこの悲痛は，  

私の淑女はあの疎立った残酷な篭薇を  
押韻の中で彼女の生命を希った男に与えるのだ．／」  

だが その韻律で愛の声は語った，  

そして天然林のサヨナキドリのように彼は歌った  
ひねくれた歌で己が心を慰めんとして。  

分らないのだ 彼女の扱い難い心が   
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彼女に歌って聞かせる詩人の抒情に満ちた悲痛で溶け柔らいだか否かは  

また愛情こめて彼が歌ったのが無駄に終ったか否かは。  

おそらく暗い奇想の雲の中から彼は立ち昇ったのだ  

達感した愛の一層気高い高みへと  

そしてその後の年月を→層厳格な押韻で飾ったのだ  

我らが知っているのは次のことだけ，三重の押韻を使って  

彼は己が広くで情熱法るる心を  

憎しみと愛との交差する炎という炎に打ち明けたが  

その三重韻は嵐の如き悲痛の真唯中で－一一  

三月の派手やかな朝が薔薇の花を聞かせるように  

アルノーの歌った歌の感銘を帯びているのだと。  

「母国語の鍛冶屋」とそのフランス人は歌った  

ランスロットとギャラハドについて，その押韻は  

血のように激しくその薔薇の核心を打ち続けた，  

それは美しいフランチェスカの優しい心を掻き立てて  

彼女に甚だしい悲痛をもたらしたあの接吻を受けさせて  

彼女の愛の殉教を火の中に封じこめたのだ  

それでダンテは 彼女の不滅の愛に満ちて  

彼の物悲しい歌を持ちこたえて 優しく愛情こめて歌った  

まるで彼の声が あの悲痛の革みで途切れたかのように  

それで今日に到るまで 我らはアルノーの押韻に思いを馳せるのだ  

悩める心への憐れみが  

美しいフランチェスカの追憶に薔薇の花を落とす時にはいつも。  

ああ，至高の愛よ，この弱々しい押韻を許したまえ．／  

敬ったいにしえの人々は心が偉大だったのだ  

それでも我らだって 悲痛は味わってきたのだしそなたの薔薇は身につけてき   
た。  

行末の六語は，拙訳ではゴチック体で表記した（以後同じ）が，第三連の   



アメリカ現代詩のくセステイーナ〉その現状と意義一  35   

“rose”は他の場合の「薔薇」ではなく「立ち昇った」の意で“rise”（立ち上  

る）の過去形である。同綴同音の全くの異語を使っていることに注月したし㌔  

このやり方は，現代のアメリカ詩人たちが縦横に駆使するのである。   

三重押韻とは，SCOrnfullyとmournft111y，あるいは，fortunate，importunate  

のような強勢のある音節のあとに更に弱い音節が続く行末三音節に跨る押韻を  

言う。ランスロットはアーサー王円卓騎士中第一の勇士で，王妃グィニヴィア  

との道ならぬ恋に陥ちて円卓崩壊の原因を作った。ギャラハツドは，そのラン  

スロットとエレーヌの子で，純潔によって聖杯（the Hol）7Grail）を見ること  

が出来た，円卓騎士中黄も高潔な一人であることは言うまでもない。   

こういうセステイーナの試みには，英詣でも押韻する作が挑戦されたし，新  

しい可能性も探られる。押禎の例としてやはり英国の詩人だがAlgernonChar  

1es Swinburn（18371909）の→作と，特別面白い特徴を見せた新しい試みの  

例として，1982年にA，McA．Millerが編集した？症俳C品旦那几抱卵ぬ柑Vol．  

14．No．1のセステイーナを論じたものに発表されたWesliCourt（1940）の  

作品を見てみよう。2）   

スウイン／†－ンの鍵語は，day，night，Way，1ight，may，delightの六語  

で，一目瞭然トei］とトaitlの二種の押韻を，ababab，bababaと交互に  

三回繰り返し，追連をbabと収めている。こういう押韻は，現代のアメリカ  

詩人は，まず殆ど用いない。語彙にも多彩さを求めるし，構文にも多様な変化  

をつけて，豊饅な現代詩の単にセステイーナをしようとするからである。鍵語  

にも，全くの同語を用いない工夫を盛んにする。次のが，スウインバーンの作  

品である。  

Sestina  

Isawm）TSOulatrestuponaday   

Asabirdsieepinginthenestofnight，  

Amongsoftleavesthatgivethestar】ightway   

TotouchitswingsblユtnOtitseyeswith】ight；  

Sothatitknewasoneinvisionsmay，   

Andknewnotasmenwaking，Ofdelight．  

Thiswasthemeasureofmysoul’sdelight；   
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Ithadnopowerofjoytoflybyday，  

Norpartinthelargelordshipofthelight；   

ButinasecretmoonLbeholdenway  

Hadallitswi1lofdreamsandpleasantnight，   

Anda11theloveand】jfethatsleepersmay．  

Butsuchlife’striumphasmenwakingmay  

Itmightnothavetofeeditsfaintdelight  

Betweenthestarsbynightandsunbyday，   

ShutupwithgreenIeavesandalittlelight；  

Becauseitswaywasasaloststar’sway，   

Aworld’snotwhollyknownofdayornlght．  

Alllovesanddreamsandsoundsandgleamsofnight   

Madeitallmusicthatsuchminstrelsmay，  

Andalltheyhadtheygaveitofdelight；   

Butinthefullfaceofthefireofday  

Wbatp】aceshallbeforanystarrylight，   

Whatpartofheaveninallthewidesun’sway？  

Yetthesoulwokenot，Sleepingbytheway，   

Watchedasanurslingofthe］argeeyednight，  

Andsoughtnostrengthnorknowledgeoftheday，   

Norclosertouchconclusiveofdelight，  

Normightierjoynortruerthandreamersmay，   

Normoreofsongthanthey，nOrmOreOflight 

Forwhosleepsonceandseesthesecretlight   

Wherebysleepshowsthesoulafairerway  

t3etweentheriseandrestofdayandnight，   

Shallcarenomoretofareasallmenmay，  

Butbehisplaceofpainorofdelight，   

Thereshallhedwell，beholdingnightasday．   
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Song，havethydayandtakethyfilloflight   

Beforethenightbefallenacrossthyway；  

Singwhilehemay，manhathnoIongdelight．  

LAlgernonCharlesSwinburn（18371909）  

セステイーナ  

私は吾が魂が昼間安らいでいるのに気付いた   
夜の巣で眠っている小鳥のように  

それは柔らかな木々の葉の中だったが 星明りの通が見え   
その軍には触れてもその眼を光で照らしたりはしない所で  

それでそれは知ったのだ 幻を見ている人と同じように   
そして眼ぎめている人々のようにではなく 喜びについて。  

これが吾が魂の誓びの度合いだった，   

昼間 飛ぷ楽しみの力はなかったし  
光の広い領地に占める部分もなかった   
だが密かな月のお陰を被った遁で  

すっかり思うがままにした 夢と愉快な夜を   
眠っている人々なら味わえそうな愛と生活をすっかり。  

だが そのような生酒は眼ざめている人々なら可能な勝利で   
その幽かな菩びを募らせるには及ばないのかも知れない  

夜の星々と星間の太陽との間には。   

緑の葉と僅かな光とで閉ざされているのだし  
その道は消滅した星の道と同様で   
世間は昼間や夜についてすっかり知っているわけではないのだから。  

夜のあらゆる愛と夢と音と微光は   
それをすっかりあの素暗しい吟遊詩人たちが奏でる音楽にした  

そして彼らは喜ばし気に 持てるもの全てをそれに与えた   
だが昼間の火にまともに面と向かっては  

どの星の光にも適しいのは如何なる場所だろうか   
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広い太陽の道全体の中で天空のどの部分だろうか。  

それでも道中で眠り続けて眼ぎめなかった魂は   

大きく眼を開けた夜に育てられたものとして見詰めて  

昼間の力も知識も求めはしなかったし   

喜びを結論づける更らに親密な接触も  

夢みる人たちには可能なもっと力強いもっと真実の幸せも   

彼らよりもっと多くの歌も もっと多くの光も求めなかった。  

というのは 一たび眠ってあの密かな光一   

眠りが魂にもっと有望な道を  

昼の始まりと夜の休息との間に示すためのものを見るものに   

あらゆる人々と同じようにやってゆかせようとはもはやしなし1し  

彼の場所が苦痛に満ちていようと喜びに溢れていようと   

そこに彼は住むことになるのだから，夜を昼間だと看倣しながら。  

歌よ，幸運の時を持ち 光に満ちよ   

夜のとばりが汝の道に降りて来ないうちに。  

彼が歌っている間，人間は長い喜びを味わうことはない。  

まず，作品そのものの実態を次々に見ることにし，個々の作品についての論  

究その他は後に一まとめにして示したい。この作品の助動詞“maさr’’は訳では  

ゴチック体で表示していない。   

次はコートの作だが，題名通りの，美事なく妄想〉，強迫観念ぶりが，形の  

上でも発揮されており，まず冒頭の一行の八語のうちの六語が鍵語に選ばれて  

いる。  

TheObsession  

LastnightIdreamedmyfatherdiedagaれ  

adecadeandayearafterhedreamed  

Ofdeathhimself，pitchedforwardjntonight．  

fIisw（）rldofwakingflickeredoutanddied－   



その現状と意義  アメリカ現代詩のくセステイーナ〉   

anilTlageOnaSCreen．Heisthefather  

now（）ffitfuldreams thatlastandlast．   
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Idreamedagalnmyfatherdiedatlast．  

Hestoodbeforemeinhisfleshagaln．  

Igreetedhim．1said，“IloⅥraTey〔叫father？”  

R山helooked frailer thanlasttimeI’d dreamed  

WeWeretOgether，01derthanwhenhe’ddied  

Isawuponhisfacethelook ofnight．  

Idreamedmyfatherdiedagainlastnight．  

IIestoodbefore a mirror．Helookedhis】ast  

intotheglassandkissedit．Hesawhe’ddied．  

1putmyarmsabouthimonceagaln  

tohelpsupporthimashefell．Idreamed  

Iheldthefinalheartburstofmyfather．  

Idiedagainlastnight：Idreamedmyfather  

kissedhimselfinglass，kissedmegoodnight  

indoingso，Butwhatwasittdreamed  

infact？Aninjurythatseemstolast  

Withoutabatement，Openingagain  

andyetagainindream？Whowasitdied  

againlastnight？Idreamedmyfatherdied，  

butitwasnothe－itwasnotmyfather，  

Onlyanimageflickeringagaln  

upollthescreenofdreamoutofthenight．  

Howlongcanthiscoldimageofhimlast？  

Whoseisit，hisormine？Whodreamshedreamed？  

Myfatherdied．AgainlastnightIdreamed  

Ifelthisstrugglir）gheartstillashedied  
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beneathmyfailinghands．Andwhenatlast  

heweighedmedown，thenIlaiddown myfather，  

COVeredhimwithsilenceandwithnight．  

Icouldnotbearitshouldhecomeagaln－  

Idiedagainlastnight，myfatherdreamed．  

－Wes】iCourt（1940■）  

妄  想  

昨夜私は夢を見た 父が再び死んだと，  

十→年後のことだ 彼が自らの死を夢に見て  
夜へとそのまま投げ込まれてから。  

彼の眼覚めている世界がちかちかと光って消えて死んだ  
映写幕の上の映像。彼は父親なのだ  

今や続きに続く途切れがちな夢に呪われるのだ。  

私は再び夢を見た 父が遂に死んだと。  

彼は私の前に立ったのだ 再び肉体を備えて。  

私は彼に挨拶して言った，「お父さん 御機嫌如何？」と。  

だが彼は，私たちが一緒に居るところを私が夢にみたこの  

間よりも弱々しく見え，彼が死んだ時より年老いて見えた  

私は彼の顔に 夜の表情を見た  

私は夢を見た 父が昨夜再び死んだと。  

彼は鏡の前に立っていた。彼は自分の最後を鏡面に  

見入ってそれに接吻した。彼には自分が死んでいると判った。  

私は両腕を彼の身体に再び廻して  
彼が倒れる時支える手助けをした。私は夢を見た  

私が父の最後の心臓破裂を支えているのを。  

私は再び昨夜死んだ，私は夢を見た 父が  

鏡面に映ってし〕る自分に接吻し，そうすることで私におやすみの   



アメリカ現代詩のくセステイーナ〉－その現状と意義－  41   

接吻をするところを。だが 何だったのだろう 私が夢みたのは  

実際には。和らぐことなく続くようにみえる  

傷なのだろうか，再び口を開き しかも  

それなのに夢の中で再び開く傷なのか。誰だったのだろう死んだのは  

昨夜再び。私は父が死んだ夢を見た，  

だがそれは彼ではなかった一父ではなかったのだ，  

ただ再び ちかちか光る映像にすぎなかった  
夜の中から夢の映写幕に映るものだった。  

どうして長く こういう彼の冷たい映像が続き得るのか。  

誰の像なのか それは，彼のか私自身のか。誰が夢見るのだろう彼が夢見たな   

どと。  

父が死んだ。再び昨夜 私は夢を見た  

私は感じたのだ 彼が死んだ時その鋭いている心臓が私の萎えてゆく  
両手の下で静かになるのを。そして遂に  

彼が重さで私を圧倒するに及んで 私は父を横たえて  
彼を沈黙と夜とで覆ったのだった。  

私にはとても堪えきれまい 彼が再び現われたりしたら膚  

私は再び昨夜死んだ，と私の父が夢を見た。  

冒頭の第一行から鍵語の行末語が選ばれているのみならず，その最初の一行  

の八語は，語順を変えながら，以下の五運のそれぞれの第一行に用いられ，追  

連は→行だけだが，それも同じ八語の組み合わせから成るものである。しかも，  

その寮後の締め括りとなる37行目は，第一連最初の行とは，意味が逆になる，  

という趣向である。最初は，父が死んだという夢を私が見るのだが，最後は，  

私が死んだという夢を父親が見る。それにしても，同じ八語が語順を変えて七  

通りも，異なった意味の文になるとは誠に面白い。換置法（代換法）hypallage  

によって意味が変容されてゆく仕組を美事に活用している。文字通りの〈職人  

芸〉 と言ってもよいが，当然，語彙の点で単調の弊に陥りかねない弱点は，題  

名によって従って内容によって鮮やかに補っていると見られよう。何しろ〈妄  

想〉なのであるから。“last”は，「続く」（動詞），「最後の」（形容詞），“atlast”   
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（遂に）の熟語として「最後」（名詞）の意に，と変化させて使われている。   

今日，この奇妙な制約のある詩型が，定型詩に余り関心のなさそうな詩人に  

まで，時々，挑戦意欲を掻き立てさせるようになった切っ掛け，というか，一  

時は離れ業として次第に下火になったこの詩興の再生の火蓋を切ることになっ  
たのは，やはり，2n世糸己の新しい文芸の様々の面での旗手Ezra Pound（1885  

1972）が，その後セステイーナの名作と謳われる一一篇を1908年に発表したこ  

とだったと見られる。その「セステイーナニアルタフォルテ」の作中の語り手  

は，獅子心王リチャードであるが，この詩は力強い現代の作品で弓） あり，そ  

の後，これから次々と見てゆくことになる，一人称の語り手が語る趣向の美事  

な先縦になったとみてよかろう。  

SESTINA：ALTAflORTE   

Loquitur：En BertransdeBorn．  

DanteAlighieriputthjsmaninhe】1forthathewasastirrerul〕OfstTife．  

Eccovi！  

Judge〉’e！  

tlaveIdughimupagai11P   

Thesceneisathiscastle，Altaforte．‘‘PapioIs”ishisjongleur．  

“TheLeopard”，thcdeviceofRichardCoeurdeLion，  

I  

DAMNitall！allthisourSouthstinkspeace．  

Youwhoresondog，PapioIs，COme！Let’stomusic！  

Ihavenolifesavewhen theswordsc】ash，  

Butah！whenIseethestandardsgold，Vair，purple，OppOSing  

Andthebroadfieldsbeneaththernturncrimson，  

ThenhowlImyheartnighrnadwithrejoicing．  

ⅠI  

InhotsummerhaveIgreatrejojcing  

Whenthetempestskilltheearth’sfoulpeace，  

Andthelightnjngsfromblackheav’nflashcrimson，  

Andthefiercethundersroarmetheirmusic  

AndthewindsshriekthroughthecIoudsmad．opposing，   
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AndtllrOughalltherivenskiesGod’sswor（】sclash．  

III  

Hellgrantsoonwehearagajlltheswordsclash［  

Andtheshr川neighsofdestriersinbattlerejoicing，  

Spikedbreasttospikedbreastopposing！  

Betteronehour’sstourthanayear’speace  

Withfatboards，bawds，WineaTLdfrailrnusicI  

Bah！there’sno wiIleliketheblood’scrimsonI  

Ⅳ  
AndIlove to seethesun riseblood－Crimson．  

AndIwatchhisspearsthroughthedarkcIash  

Al－ditfillsallmyheartwithreioICing  

AndprleSWidemymouthwithfastmusic  

WhenIseehimsoscornanddefypeace，  

nislonelTlight’gainstalldarklleSSOppOSing．  

V  

Themanwhofearswarandsquatsopposing  

Mywordsforstour，hathnobloodofcrimson  

Butisfiton］ytorotinwomanishpeace  

Farfrom whereworth’swonandtheswordsclash  

ForthedeathofsuchslutsIg（1rejoicing；  

Yea，Ifillalltheairwithmymusic．  

Ⅵ  
PapioIs，PapioIs，tOthemusic！  

There’snosoundliketoswordsswordsopposing，  

Nocrylikethebattle’srejoicing  

Whenourelbowsandswordsdripthecrimson  

Andourcharges’gairlSt“TheLeopard’s’’rushclash．  

MayGoddammforeverallwhocry“Peace！  

Ⅶ  
Andletthemusic oftheswordsmakethem crimson！  

Hellgrantsoonwehearagaintheswordsclash！  

Hellblotblackforalwaythethought“Peace”！  

43   
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ーEzTaPoundtl邑邑51972）  

セステイーナ：アルクフォルテ  

話す：ベルトラン・ド・ポルンに  

ダンテ・アリギエリはこの男を争いの  
煽動者の故を以って地獄に落とした。  

さあ，君／  

判断せよ．′  

私はまた硬を掘り出したのか？   

場面は彼の城，アルタフォルテ。「パピオ／レ」は彼のおかかえ旅芸人。「豹」はく獅子の心   

臓〉リチャードの紋章。  

Ⅰ  
このやろう．／この我らの南国ときた日にや，全く平和を悪臭で満たしやがる。  

このろくでなしの大のパピオル奴，さあ，膏薬だ／  

わしは生きた心地がせぬのじゃ 剣と剣とが激突し合わんことには。  

だが，ああ，わしは旗印が灰白斑らの毛皮紋黄金色淡紅色で対立して  

それらの下の広大な原野が緋色に変るのを見ると  
わしはわめき立てるのじゃ わしの心は嬉しくて狂わんばかりじゃと。  

ⅠⅠ  
暑い夏，わしは大いに嬉しい  

嵐が地上の小汚い平和を台無しにして  
真異な天からの稲光りが緋色に閃き  
激しい雷鳴がその音楽をわしに怒鳴り散らし  
凪が雲から雲へと狂ったように対立しながら金切り声をあげ  
裂lナた空という空から神の剣と剣とが激突するのだから。  

ⅠIl  

全く確かなんだ，我々には再た聴こえる 剣と剣とが激突するのが．／  

すると闘う軍馬の府高い噺きが嬉し気で  
釘を打ちつけた胸と胸とを対立させながら．／  

一年の平和より一時間の戦闘の方がましだ  
豊富な食事，売笑婦，葡萄音酉に脆い音楽付きとなれば．／  

ふんノ血の緋色に優る葡萄酒があるかってんだ．′   
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Ⅳ  
そしてわしの好きなのは 太陽が血の緋色に昇るのを見ることだ。  

そしてわしは見詰めるのだ 奴の槍が暗闇の中で激突するのを  
するとわしの心は靖しくて満ち足り  
するとわしの口はあんぐり開いてしまうのじゃ 放堵な音楽で  
するとあ奴が平和を簡く蔑み無視するのが見え  
あいつの孤独な力が閣という閤を向うに廻して対立しているのが見えるの   
じゃ。  

Ⅴ  

戦争を恐れて 戦闘に賛成するわしの言葉に対立して  
縛る奴に緋色の血などはなく  
女々しい平和のうちに腐ってゆくのに適しいだけじや  
遠く離れた所では 値打のあるものが勝ち取られ，剣が激突してるが  

そういうあばずれの死を求めて わしは嬉しがって行くのじゃ  
そうさ，わしはあらゆる空気をわしの章楽で満たすのじや。  

Ⅵ  
パピオル，パピオルよ，音楽の曲だ．／  

剣と剣とが対立するのに優る音はない，  

戦闘の嬉しさを示すのに優る叫びはない，  

我らの肘と剣とが緋色を滴らし  
我らの攻撃が「豹の」突進と激突する時には。  

神よ，「平和，／」などと叫ぶ輩を全て呪いたまえ。  

Ⅶ  
剣の膏薬によって連中を緋色ならしめよ．／  

全く確かなんだ 我々には再た聴こえるのだ 剣と剣とが激突するのが．／  

全く真異に汚してしまえ，「平和」なんて考えは，永遠にノ  

獅子心王リヤードとは，英国王RichardI（1157［即位1189］99）のこ  

と。HenryIIの第三子で第三次十字軍に従軍し，Saladinと戦った。父の跡  

を継いでPlantagenet朝第二代の王になった。その彼の，これは独白体の詩。  

行末語の配列法は，ⅣとVに変化をもたせてあり，追運では，L’opposing”LLTe－  

joicing”の共に“ing”の形の行末語は使用されていない。   

以下，現代アメリカ詩のセステイーナを集めて実状を見てゆくが，まず，Gary   
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Snyder（1930）の一篇である。H本にも何年も滞在し，京都で臨済宗を学ぶ  

など，東洋思想にも造詣深く，地球の，宇宙の環境保全に心をいたす詩人らし  

い作品で，彼の詩集LqftOt！tintheHai71：Neu・Poems194719B5（SanFranL  

cisco：NorthPointPress，1986，pp．18788．）に収録された。  

SestinaofttleElldoftheKalpa  

YoujoyousGods，WhogavemankindhisCul［ure，  

Andyou，bravenymphs，WhotaughthimloveofNature，  

YousturdyMountains，Prairies，inyourPattern  

BreedingfromUncouthApethevarjousRaces．  

GiveeartowhatIsing，OfplaceandStructure，  

TroublingthesimpleairwithblushingLanguage．  

Because，aStridehishorse，aSiouan’sLanguage  

Aswellaspaintedsteed，ispartofCulture，  

WesoonfindSubstancerneltedjnto Structure，  

AndpityingpoorMankind’ssillyNature－  

AnequalrneagreblandlleSSinallRaces：  

WelookbeyondmereMantofinda Pattern，  

EachblotchandwigglehasdistinctivePattern，  

AndorderlurkswithineachmumblingLanguage．  

挽rmesthesneakywatcheroftheRaces，  

IfcaughtmighttellthesinsofeveryCulture．  

EachbungleslifeaccordingtoitsNature，  

Whichistosay，eaChhasafaultyStructure．  

ButManjstaughtnecessityofStruCture，  

AndBirthandDeathwhirlinaslnglePattern；  

ThebleatingDeweysays，“ButthisisNature”  

AndLawandOrder，ify（）uknowtheLanguage．  

TohaveaGod（ThePossumsez）isCulture，   
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AndGodisOrder，form（〕St Human Races．  

AflO／lo：Letuswa11derthroughtheRaces，  

Siftingeachhjssandglottalfor了tsStructure，  

And cometomakeconclusion ofallCulture．  

PoorKwakiutl！TangledintheirPattern；  

SternIndo Arvans；SlavestoLanguage  

Andsomehowthroughthis，Sciencefi11gerSNature．  

AuseisfoundforeverylawofNature，  

ThefutureplanIled（humarlely）foral】Races，  

WisdomwallowsilldecayofLanguage，  

FierceSiL・〝！TheseGreelくSdefendtheirいStructure”，  

TheGod ofChristians，inthesameoldPatter  

PerpetuatestheformandforceofCulture，  

Destr（Ver：WithfireinforrrltheRaces  

ThatChaosisthe PatternunderStructure，  

LanguageandCultureburn！anddeathtoNature，  

一GarySnyder（1930－）  

劫の終りのセステイーナ  

そなた方楽しい神々よ，人類にその文化を与えたのだし，  

そなた達男敢な妖精よ，人類に自然を愛することを教えたのだし，  

そなた遠道しい山々よ，大草原よ，各々の型に従って  

く不思議な猿〉から様々な人種を生み出してきたのだから  
耳を惜したまえ 私の歌うことに，場所や構造について  

恥しくなる程の言語で純然たる空気を乱しながらの歌に。  

というのも 馬に跨りながら，ス一族の言語は  

描かれた駿馬同様 文化の一部なのだから，  

我々にはまもなく分るのだ 〈物の実体〉 は構造へと浴け入ったのだと。   
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そして哀れな〈人類〉 の愚かな自然を憐れみながら  
あらゆる人種にみられる同じように貧弱な間抜けさをもそうしながら  
我々は単なる 〈人間〉の彼方を見やって一つの型を見い出すのだ。  

各々の斑点や揺れ動きは独得の型をなし，  

秩序が潜んでいるのだ 各々もぐもぐ語っている言語の中に。  

ヘルメスなら 諸々の人種をこそこそ見守っているのだから  
もし捕えられたら あらゆる文化の罪をもしかしたら語るかも知れない。  

各自は生命をその自然に従って不手際に仕損じる，  

つまり，各々iこは 構造に欠陥があるのだ。  

だが〈人間〉 は 構造の必要を教えられており  
誕生と死とは 渦巻いて一つの型をなしている  
あの泣き事歴のデューイが言うように，「しかしこれが自然なのだ」  

そしてく法則〉 と 〈秩序〉 も，もしも人にその言語が分るなら。  

一つの神（あのポサムが言うような）を所有することは文化であり，  

神は秩序なのだ，大抵の人種にとっては。  

アポロン：諸人穫の間を彷律って  

それぞれ歯擦音と声門音をその構造に合うように衝い分けて  
あらゆる文化に決論をつけるようにしよう。  

哀れにもクワキウトル族はノ 自らの型の中に纏れているし，  

厳格なインドアーリア人は 言語の奴隷，  

そしてとにかくこうして 科学は自然に指を触れる。  

使い方が自然のあらゆる法則に適うように見い出され  
未来はあらゆる人種のために（人道に適うように）計画され，  

智慧は言語の衰退の中で腕き回る  
弾猛なシヴァよノ これらギリシャ人は彼ら自身の「構造」を護り  
キリスト教徒の神は 同じ古い型の中で  
文化の形体と力を不朽にする。  

破壊者：火を用いて諸人種に告げ知らせよ   
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く劫〉 とは，〈劫波〉 ともいい，ヒンズー教・仏教の宇宙論の時間で，1カ  

ルパは梵天の1口，1．脚恥ugaに相当し，人間の43億2．n州万年に相当すると  

されるもの。クワキウトル族は，カナダのVancouver馬及びBritish Co】umL  

bia州沿岸に住むアメリカインディアンの種族で，「ポトラッチ」（potlatch）  

自らの財力を誇示するために行われる贈答の儀式を行うので有名であ  

る。シヴァ（温婆）は，創造を司るブラフマーBrall】¶a（梵天），世界の維持  

を司るヴイシュヌ＼rishnu（毘悪筆）と共にヒンズー教の三大神格の一つで，  

人間の運命を支配する神。   

ポサムとは，危険に遭遇すると死んだふりをする習性のあるオポサムのこと  

で，北米から南米まで分布する動物，それを神格化してみせたものか。   

本稿の筆者自身の集めたセステイーナ作品を見る前に，些かならず手軽で気  

がひけるが，便利なのでPhi】jpI〕aceyとDavidJaussの集めてくれてし1るも  

の‖ を先に眺めてみることにする。興味深い例が15作あるが，そのうちの五  

篇は，筆者自身が既に別の処で柵訳で紹介・論評ずみなので，重複を避けて，  

後に言及するのみとする。   

まず，次の奇抜な吾翰体はどうだろう。  

NakedPoetry  

DearHarriet，  

Theweather’swarmtoday，thesea  

flickeringtolandwithgullsonthebeach．  

thenrakinglt，Clawsdrawn，hard．  

Yes．thisismyfirstverseepistleaboutsex  

Sentairmailspecia13uSttOyOu．  

Isn、tthatthepoetryyouldhaveme＼Vrite？  

Thewater’smineasifIhadaright  

thee】derlygaverne，deadsetagainstthesea  

theyneverenterherelatesummer．Theykr10WyOu   
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inthecloseupsofustheysoakupatthebeach  

sinceyouleft．Theythirlkit’sonlvsex  

工miss，1ikethern，Whichrnakesithard  

explainingyouaway，althoughform’sharder，  

frankly，SinceIhaven’twritten  

ollelinelatelyti11thispoem．Abluemovie，that’stheirsex，  

thejrpretensewe’resti11screwinginthesea  

sotheycancheerus，Chaisesatthebeach  

frontrowcenter．Thevwhistlewatchingyou  

undressing，pinnedbackonawave＆you  

lettingmecometheypushtheirfancyhard－  

aswizzlestickingin，Orfantasizethebeach  

Strlppedtoascreen，alivlngtheatersortofrjte  

embracingthem．Ineedyou，Youcansee  

thatbythisletter；itswellsbackonsex  

hidingthereputationofmysex  

forcenterfolds，Skindrift．Iknowyou  

knowIknowtheworldisfictive，glass．See，  

howthiscircles，brittle？Justbecauseit’shard  

togravitatethispoemdoesn’tmeanyou’reright  

toturnonform：g】assisjustsand＆sandthebeach  

＆you＆Ibodiesforcingdownthebeach  

equally＆opposite＆steady．Then，aSforsex，  

well，Wehadthat＆itwasallright，  

WaSn’tit，untilthepoetrycrystalized＆you  

SaidIwaspressingusforimagery＆hardly  

there．Comeback．ⅥThatIsaid aboutthesea  

＆theelderly．theirmoviesatthebeach   
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WaSSublimationpretendiIlgit’shardsex．  

Screwpoetry．Screwflicks，Iwantyou．Write，  

ⅩⅩⅩHenr）′  

一PeterCooley（1939L）  

裸かの詩  

親愛なるハリエツト，  

今口は暖かだよ，海は  

きらめきながら鴎のいる浜に押し寄せては  
浜を掻きならしている 鈎爪を激しく曳きずりながら  
そう，これは性についてのぽくの最初の韻文害翰で  

特別に君にだけ航空便で送られるものだ  
それこそ君がぽくに書かせたかった詣ではないだろうか。  

水はぽくのものだ，まるでぽくには初老の人々から権利を  

与えられたみたいに，彼らは海は断固退けて  

この夏の間中 決して入らないのだ。彼らは君を知っているよ  

彼らが君が去って以来浜で得ているぼくたちについての  
詳しい観察でね。彼らは自分たち同様 ただ性だけを  

ぽくが充たされずに寂しがっていると思っているが 難しいね  

君に説明し尽すのは，尤も形式の方が一層難しいけどね  

卒直に言って だってぽくは書いていないのだから，  

この詩まで最近一行だって。ポルノ映画，それが彼らの性なのだ  

彼らの口実ときたらね ぽくらがまだ海の中でもつれ合っているので  
それを励まそうというもので，浜に安楽椅子を持ち出し  

前列の真申で。彼らは∪笛を吹き曝らしながら見詰めるのだ 君が  

衣服を脱いでゆき，波に背を委ねてゆくのを，そして君が  

ぽくを呼び入れるのを－機らは空想を達しくするのだ【一  

ジンの中に撹拝棒を入れながら あるいは 空想するのだ 浜が  
一駒一駒繋ぎ合わさって一つの映写幕になり一種の儀式，生きている劇場   
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となって彼らを取り匪むのを。ぽくには君が必要だよ，分るだろう  

この手紙で。その思いは性へと昂まってゆき  

隠しはする，ぽくの性についての評判を  

中央見開きページ，ポルノ傾向を好むということを。ぽくには分っている，君   

が  
ぽくが分っているのだと分っていることが。この世は作り事でありガラスだと   

分るだろう。  

この社会がどれ程脆いものか，沈んでゆくのがただ難Lいからといって  

この詩も 人が形式に頼るのは正Lい  

という意味にはならないよ，ガラスは唯の砂だし砂は浜だし  

君とぼくとは肉体で無理強いに浜に出て  
対等に向かい合わせにいつも変らず。それから，性についてだが  

そう，ぽくたちはそれを経験したし，とてもよかったよね  

遂に詩は結晶化したし，そして君は  

言ったね，ぽくがぽくたちを無理に映像に向かわせるが殆ど  

それも甲斐ない，と。戻って来てよ。ぽくが言ったこと，海や  

初老の人々や，浜での彼らの映画のことなどは  

それがどぎつい性だと装う昇華だったんだよ。  

詩を絞り出してくれ，映画を絞り出してくれ。君が欲しい，手紙を書いてね，  

CO⊂）ヘンリー  

吾翰体というのが何より美事なPeter Cooley（1939）の作品である。行末  

語の六語も，巧妙に変容を施してあり，ほぼ一貫して同じ意味で使われている  

のは“you”“sex”“beach”だけで，“Sea”は“see”と，“Write”は“right”（名  

詞「権利」と形容詞「正しい」及び副詞の三用で），過去分詞“written”と変  

化させて多様に使し1，“hard”は“harder’‥Lhardly”と変化させて，という具  

合に，意味の変容のみならず，同音を利用したり語形変化を巧妙に混合してい  

る。美事な作例であり内容も面白い。   

彼と同年生れのPhiljp Dacey（1939）の次の作品はどうだろう。追連も六   
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行の計42行の詩だが，く私〉なる女性の語りである。行末語も，色々と変化が  

付けられており，寓喩の内容でもある。  

Jill，Afterwards  

Hehadthisjdeaaboutthehill，  

Howatthetoptherewouldbewater  

Swceterthananyinanypail  

Luggedpreviously，andtocomedown  

Wotlldbetheeasiestpartofall．  

Itoldhimitwasakid’sstoTy．  

BeforeIhadknockersthatstory  

Wasmakingtheroundsinmy卵ng．Hell，  

Welaughedatiteventhen．Weall  

Knewbetterthantothink sweetwater  

C（〕uldbehadforthepriceofapail  

Andalittle】egworkupanddown  

Ahillthathadbeenstandingthere，dawn  

Todrearydawn，OurWholelife’sstory  

Lor）g，Nottomentiontheprobabil  

itysuchathingassweetwater．  

Hillornohill，didn’texist，Ⅰ’11  

Givehimcreditforthis，though：aWall  

Couldn’thavebeen more stubbom，He’d call  

Melateatnighteven，tObreakdown  

Myresistance．Okay．Isaid，I’11  

Go．Thetruthis，hewascute．Starryr  

eyedbutcute．AndIwonderedwhether  

Hehadanythi11gj11hispants，Pale   
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Dawnfoundustakingturnswiththepail  

Aswerose abovethetown．Notall  

Themoneydowntherebeatsthewater  

We’11find．hesaid．NowIwaspoor．down  

Toafewbucks，It’snomystery  

Moneytalks．Loud．ButIclimbedthehill．  

Tothetop．Andtherewasthisbighole．  

Anddeep．Igotdizzytolookdown  

It．HehadropeandletthepailfalT  

Yardsandyards▼’Gotsomething，heyelled，pu11－  

ingthecatchin．Later，thestory  

Hetold，backintown，WaSthewater  

Spilledout．Butthefactofthematter  

lsIsawwhathehad．Nothing．Damn  

Ifhedidr）’tclahTldjfferent，though．Aト  

WayS．Damn，tOO，ifhispantsweren’tfu］］．  

Ⅰ’vegotthesekidst（〕prOVethatstory．  

Whentheywhine，Itelltherr］：Climbahill．  

PhilipDacey（1939）   

ジル，その後  

彼は丘についてこんな風に考えていた，  

頂上には水があるだろうと，  

前以ってようやく運んだどの手桶のよりも  
美味しいのがと，そして下へ降りるのは  

あらゆる事柄の中でも最も簡単なことだろうと。  

私は彼に言ってやった，そんなの子供の話だわと。  

私の乳房が膨らみ始めないうちに その喜舌は  
私の仲間の間に行きわたっていた。おかしいったらない，  
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私たちはその時でさえ それを聞いて笑った。私たちは皆  

それ程愚かじゃないわ，美味しい水が手に入るだろう  

と考える程，手桶で汲んで  

一寸やそっと上へ下へ歩き回る仕事などでと  

そこにずっとあった丘を夜明けから  
佗しい夜明けへかけてでもと，私たちの人牛の話は  

長いのだ。言うまでもないことだわ，丘にしろ丘でないにしろ  

美味しい水のようなものが  
存在しない可能性については。私はそれでも  

彼にそれを認めてあげよう，壁だって  

これ以上頑固なんてことは考えられなかったのだから。彼は電話を  

私にかけてきた 夜おそくなってさえ，私の抵抗を押しつぶそう  

として。いいわよ，と私は言った，行くわ。  

本当のところは，彼が可愛いかったんだけど。星のような  

眼をしていたが可愛いかった，それで私は訝かった果Lて  

彼はずぽんの中にあるべきものちゃんとあるのかしらと。薄明りの  

夜が明けてみると 私たちは手桶を替る帝る持っては  
町の上の方へと昇っていた。そこにある全ての  

お金をここに持ち出しても ぽくたちの見つける水には  
かなわないよ，と彼は言った。今，私は質しかった 全く  

二，三ドルしかない。何の不思議もない  

お金がもの言っても。大声で。でも私はその丘を昇っていった。  

］頁上へ。するとそこにはこんなに大きな穴があった。  

そして深かった。私は眩牽いがしながらそこを下へと  

見降した。彼は綱をもって手桶を降していった  

何ヤードも何ヤードも。何かに当ったぞ，と彼は叫び，引っばって  

いった，その捕らえたものを。その後その語を  

彼は町へ帰ってから，語ったが，水が  

55   
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溢れ出たというものだった。しかし実は  

私は見たのだ，彼が何を得たか。何もなかったのだ。でも 全く  

そんなことはない，と彼は言い張るLこ決っているのよ，いつもの  

ことだもの。それにまた，彼のずぽんがはち切れそうになっていなかったらこ  

の首をやるわ。私はこんな子供たちに その話を証明してやったのよ。  

連中が鼻を鳴らす時には 私は言ってやるわ 丘に上ってみることね，つて。  

この作品の行末語の変容ぶりはすごい。“hj】1”は“He】ド“l’け’‘‘ho】e”と，  

似た者の語を用し1るし，“Water’’は“lVhether’1”matter”を，“pajl’’はLLPale”  

の同音語はいいとして“pull”を用いたら最終連は“full”を使う。“prObabilr  

ity”の中の一部“abil”を用いるというのは全くすごい。邦訳のしようがな  

くて完全にお手上げである。せっかくノ7“hill”の「丘」を“Hell”で「おかし  

いったら」とやって密かに得意に．／なったのも束の間，というところで，全く  

「おかしいったらありやしない」だ。“do＼Vn”iま“dawn”“Damn”を，“all”  

▲ま‖＼l7a】】‖・‘ca】】”“ね‖”‖Aト”とこれは末尾ーそして語頭）の音を巧みに利用  

して別語を使っている。“StOrY”は“Starry”から“mysteTy’’とこれも微妙  

に音を利用する。和訳で行末語を訳出するのは，もう無理で，上記拙訳では概  

略の意味上，この辺りが鍵語のところだと示したにすぎない。この詩は音を実  

に巧妙に使ったセステイーナである。   

尚，寓意は，これは性に関わるもので，女性を知ること，女性との性関係を  

結ぶことを暗示しているものと思われる。「丘」は女性とそれに練るものを指  

すだろう。後刻，詳述するが，セステイーナという詩型は，寓喩の巧妙な表出  

に適していると，詩人たちは見ているようだ。   

次の，DianneⅥ7akoslくi（1937）の作品も く私〉の語りである。  

Sestina to the Common G］a＄SOfBeer：  

ID（lNot DrinkIieer  

WhatcalendardoyouconsultforanexpIosionofthesun？  

Andhowdoesitaffectourpoorhistories？  

Theeventmightbenodifferenttoourdistantperspective  

thanawholehillsideofdaffodils，  

nashing   
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theirovmtrurnpetfaces；OraCupOfcoffee，aglassofbeer．  

A fami1iarthingtocommonpeople：abeer，  

Whenitishot，andthesun  

flashi11g  

intoyoureyes．Makesyouforgethistor）●S  

OnIymeaniIlgfulinretrospect．Wh王Ieflowers，1ikedaffodils．  

Onlvhavetheirmea11ingillthefleshypresent．Perspective  

CannOteXplainsexualfeellngS、th（〕ugh．Perspective  

1y，Vi錯rl堀ag】asso‖）eer、  

WeCOmParetlleCOIortodaffodi】s  

andperhapsasimplernornillgViewofthesun，  

Theappetiteishistory’s  

fact．Common．Dull．Repetitious．Notflashing，  

Suddenly，Withoutexplanation．TllerOutineofbowelsan（〕1ips．Flashing  

pastlikeatrain．theycome．Nopreviewsorperspective．  

Sexualfeelingsareunexplained，aSUneXPeCtedbeauty．IIistorv’s  

nogoodatte川ngusaboutloveeither．0verbeer  

inacafe，yOumightstayuptillsun  

rise．buteve11that’sr’outineforsome，aSeVerySpringtllereturningdaffo－   

d盲】s，  

WaXy，yellowascagedcanaries，Springdaffodils  

makemewanttotouchthem，Isthjstheflashing  

disappearlngfeelingofloveandsexthesun  

alsobringstomybody？ⅥTithnoob5ect，nOOtherbody’sperspeCtive，  

Onlythesatisfactionofselfwantjngcompletion？Iwdn’torderbeer，  

Ⅰ’dorderacognacorwine，jnstead．History’s  

fullofexceptions，and工thinkI’mone．Yet，Whathistory’s  

rea11yaboutishowcommon，reCtlrring，Weallare．Thedaffodils，   
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OnCeplanted，reallydocomebackeachspring．Anddrinkingbeer  

isahabjtmostordinarymenhave．Theflashing  

goldliquidrecursinwar，infactoriesandfarms．Thesun  

hasexplosionsthatwedonotknow，reCOrd，OreVerkeepinperspective．  

Thus，thesunembodiesmoreoftheunknownthanmosthumanhistories．  

Wegetljttleperspectiveoutsideourselves．Daffodils  

liftmeabove（tothesun），thefacesflashing  

eachspringtimewhenmyfriends，nOtI，  

Sitinsomebaroroutdoorcafe，  

drinkingbeer．  

DianneWakoski（1937）  

いつもの一杯のど－ルへのセステイーナ  

一弘はピールは飲まない  

太陽の爆発を知るには どの暦を調べればよいのだろう。  

それは私たちの貧しい歴史にどのような影響を及ぼすのだろうか。  

それが起きたからといって私たちの遠くまで及ぷ展望には何ら違いはないかも   

知れない  
丘から斜面一帯のラッパスイセン同様に  
バッと閃いて  
各々トランペットの顔々を輝かせてはいるが，あるいは一杯のコ←ヒー，一杯   

のど－ル同様に。  

普通の人々にとっての馴染みのものビール，  

暑い時や，太陽が  

バッと閃いて  

眼の中に入り込む時。回顧する時に歴史は  

ただ意味深くなるのだということを忘れさせてくれる。花々の方はラッパスイ   

センのように  
実体を備えて存在する時にのみその意味がある。展望は   
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しかし 性感を説明できない。展望を広  

げて グラスー杯のど－ルを眺めながら  

私たちはその色を較ぺてみる ラッパスイセンと  

また恐らく 朝の簡素な太陽の眺めと。  

食欲は匿史の  

事実だ。ありふれたもの。退屈なもの。反復するもの。何らバッと閃いたりし   

ない。  

突然，何の説明もなく。腸と口唇の決まりきった仕事。バッと閃いて  

列車のように通り過ぎながら それらはやって来る。何の予見も展望もない。  

性感は説明できない，思いがけない美と同様に。歴史も  

また 愛について私たちに教えてくれるのは苦手だ。ビールを  

カフェで飲みながら そこで夜明かしして 太陽の  

昇るのを待つことがあるかも知れないが それすら決まりきった仕事の人もあ   

る。春になるごとに戻ってくるラッパスイセンは  

蟻のようで，烏龍のカナリヤのように黄色いが，春のラッパスイセンには  

私は触れたくなる。これiまバツと閃いて  

消えてゆぐ性と愛の感情だろうか 太陽も  

し1だ またそういう思いを私の身体に抱かせるのだが。何ら目的はなく，他のどの身   
体の展望でもなく  

ただ完全を欲する自己の満足だけだろうか。私ならビールは注文しない  

私ならその代りコニャックか葡萄酒を注文する。歴史は  

例外に満ちており，私もその一例だと思う。それでも歴史が  

実際扱うのは，私たちが常如何に共通で繰り返し現われるものかということだ。   

ラッパスイセンは  

一度栢えられると 実際春ごとに戻ってくる。そしてど－ルを飲むのは  

最も普通の男たちの習慣だ。そのバッと閃く  

黄金の液体は繰り返し現われる，戦争でエ場で農場で。太陽は  

爆発を続けているが 私たちは知らず，記録せず，展望することもない。  

こうして太陽は 大抵の人類史よりももっと多くの未知なるものを具現化して   



森 田  60  

いる。  

私たちは自分の外側には殆ど展望が効かない。ラッパスイセンは  

私を持ち上げてくれる（太陽へ向かって），その花の顔々はバッと閃いて  

春の季節を彩り，そうなると私の友人たちは私とは違って  

どこか酒場か屋外カフェに坐って  

ど－ルを飲む。  

これはまた何と くバッと閃き〉やまぬ美事な作品だろうか。ビールを飲みな  

がら，いや，この〈私〉 はビールは飲まないと言うのだから，友人たちのど一  

／レを飲んでいる有様を眺めながら，瞑想しているのである。具体的な事物への  

的確・繊細な観察を背景に繰り拡げられる思索は，読者を，太陽の光やラッパ  

スイセンの輝き，及びビールのきらめきと共に軽やかに重厚に，深い物思いに  

誘い込んでゆく。きらめく美事な讐喩が幾つかさり気なく散りばめられて  

例えば列車のように云々－いるのも，快く我々を思索へ引き込むのに役立っ  

ていよう。「ジル，その後」と違って，行末語の配列も，第六連のみ五，六行  

が入れ替っているだけで正確に伝統を蹄襲してし〕るが，退避は六連使っている。  

第六達の行末語配列が若干変化させてあるのは，追連に六行使ったせいでもあ  

るだろう。   

各行の長さは奔放自在である。感覚的な思索の展開が，暖かな感情を掻き立  

てながら示されていて深みに富む。言わく言い難い味わい，趣きの作品である。   

次のEdwardHirsch（1950）の一篇は，全く別種の作品で，この〈私〉は，  

片田舎の路傍の言わば一膳飯屋といった感じの所で働く女性で，彼女は売笑婦  

も兼ねている，といったところ。その女性の独白体である。たわいのないおしゃ  

べりにすぎないが，これはこれで土地の風俗や，この種の女性の生態の鮮やか  

な活写になっていて仲々面白い巧妙な作品である。行末語の配列が相当自由な  

のも，生彩溢れる語り口のこの作品には適しいし，使われる語彙の単純さも，  

単純故の退屈を不思議にも読者に感じさせない。退屈している女性の輝い感情  

表白なのだが。  

AtKresge’sDinnerinStonefalls，ArkaIISaS  

Everynight，anOthercustomer．  

Onenightit’sastatetrooper，   
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thenextatruckdrivergomgalltheway  

toArlington，Georgia．Tonight  

it’sonlvatourist，anOrtherner．  

Ipreferthetruckdriver．  

You cantrust a truck driver．  

Touristsareeffeminate，thoughgoodcustomers．  

IhateitmostollThursday叶計t  

Whenthathogwhowantsmetogoalltheway  

withhimcomesiTl；SOmeStatetrOOper！  

rdrathergotobedwithapig，anOrtherner！  

Well，maybenotanortherner，  

Theydohavepeculiarways．  

Still，they’regoodcustomers．  

IthinkIhatethatfattrooper  

asmuchasIhopemytruckdriver  

COmeSbackonThursdaynight，  

Onlythreemorenights！  

Howlongdoesittakeagooddrive  

’coursehedoesn’thaveaI∃uicklikethetrooper  

OraSpOrtSearlikethatnortherner→  

tocrossGeorgia？IfIdidn’thaveacustomer  

I’dgoalltheway  

toGeorgiaafterhim．alltheway！  

IbetIcouldsendamessagewiththatnortherner．  

Youknow truCkers arethesafestdrivers．  

He’snotonlymyfavoritecustomer  

butIdreamabouthimatnight，  

MaybeIcoul（】sendatelegramwiththattrooper  

61   
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butthenIhateaskingthetrooper  

forfavors’causehewantsfavorsonThursdaynight．  

Still，Iwishhewashereinstead（〕fthatnortherner．  

You canmake alifewith a truck driver．  

Iwonderifhewouldevertakemeaway  

Withhim．Iwishhewasmyhusbandinsteadofmycustomer！  

OmaybethisThursdayIlightthattruckdriver，myfavoritecustomer，  

W川pushasidethetroopeTandflickashesatthenortherner，  

Oandmaybehewilltakemeaway．  

Edward Hirsch（1950）  

アーカンソー州ストーンフォールズのクレスギ一食堂で  

毎晩，別のお客。  

ある晩は 州の警察のおまわり。  

次の夜は トラックの運転手 はるばる行くのよ  
ジョージアのアーリントンまで。今晩は  

ただの旅の人，北部の人ね。  

私 あのトラックの運季玉手の方がいいわ。  

トラック運転手って頼りになるわよ。  

旅の人たちって弱々しくてね，いいお客ではあるんだけど。  

私 木曜の晩って一番嫌  
あの豚が私にずっと一緒に来て欲しいって言って  
入ってくるのよ，州のおまわりときた日にや．／  

まだしも 豚みたいな人，北部人と寝た方がましだわ．／  

でも 北部の人ってのは 多分 嫌だわ。  

変ったやり方をするんだもの。  

それでもいいお客なんだけど。  

あのふとっちょのおまわりが大嫌いだと思う分  
私はいつものトラック運筆玉手が   
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木曜の晩に戻ってきてくれたらと希っているわ。  

あともう二晩だけだわ．／  

腕のいい運転手だとどの位かかるのかしらね  
もちろんあの人はあのおまわりのようにビュイックでも  
あの北部人のようなスポーツカーでもないんだけど一  
ジョージア州を横切ってくるのに。もしお馴染みさんがいなければ  

私 行くんだけど はるばると  

あの人の後を追ってジョージアへ はるばると．′  

あの北部の人には伝言を送れると思うわ。  

トラック乗りって本当に安全な運転手たちよ。  

あの人 私のお気に入りのお客だけではなくて  
夜 夢にまで見るのよ。  

もしかして あのおまわりに電報をことづて出来るかもね  

でもそれだと おまわりに借りを作ることになって  
嫌だわ 彼 木曜の夜 お返しを求めるもの。  

でもここにあの人がいてくれたらなあ あの北部の人じゃなくて。  

トラック運転手とはうまくやってゆけるわよ。  

あのひと 私を連れてってくれるかしら はるばる  
一緒に。あの人私のお客じやなくて夫だったらいいのに．／  

おお ひょっとすると今度の木曜の晩 あのトラック運転手 私のお気に入り   
の客が  

おまわりを脇へ押しのけて そこの北部の人に灰をはじきかlナてくれるでしょ   

う。  

おお もしかするとあの人が 私をずっと連れ去ってくれるでしょう。  

州警察官が，この町では毎週木曜の夜，巡回で立ち寄るのである。   

次のく私〉 は恐らく男性で，少年時代を回顧し，毎夏共に過ごした祖母を懐  

かしみ，最後の別れになると知っていたら，別れの接吻をしたのにと，悔やん  

でいる作品である。これも風俗が垣間見られる。行末語は“kiss”だけは一貫   
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して同じ使い方であり，固有名詞の“Ioヽ＼・a”も変容のさせ方がない単純な語彙  

だがIov柑を印象付ける効果がある。“Sink”が名詞と動詞の両方で，意味も  

微妙に変化させて使っている。Ⅰくonaldl、ra11ace（1945）の作品である。  

Gramdmother Grace  

Ididn’tgiveheragoodbyekiss  

asIwentoffinthebusforthelasttime，  

awayfromherhouseiIIWilliamsburg，Iowa，  

awayfromheremptyhousewithJesus  

onallofthewalls，Withclawfoottub andsirlk，  

Withtheangularroomsthattrappedmysummers．  

Iremembergoingthereeverysummer  

everydaybeginnhgwiththatlavenderkiss，  

thatfacesprayedandpowderedattheupstairssink、  

thenmorningsoffragileteacupsandoldtimes、  

aftern〔）OnSOfspitmOistenedhankiesandJesus，  

keeplngmeCleanirlWilliamsburg，Iowa．  

Castoff，abandoned，iIIWilliamsburg，Iowa，  

Isatinthatangularhousewithstlmmer  

draggingmeonward，hearinghowJesus  

lovedJudasdespitehislastkiss，  

howheturnedhisothercheektimeaftertime，  

howGodwouldn’tletthegoodpersonsink．  

Monthslater．atChristmas，myheartwouldsi11k  

Whenthatf］oweryletterfromWilliamsburg，Iowa  

arrived，insistent，alwaysontime，  

Stiffandperfumedassummer．  

Shealwayssealedjtwithakiss，  

atapedOVerdime，andthewordsofJesus．   
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1couldhavedonewithoutthewordsofJesus；  

thedimewastheretomakethemessagesink  

in，Ithought；andthevioletl｛iss，  

〔1uaVeringandfraiI．allthewayfr・omWilliamsburg．Iowa，  

SealedsomeagreementwehadforthelleXtSurnmer  

as certain andrelentless astime．  

Ididn’tknowthiswould be thelast time．  

IfIhad，ImightevenhaveprayedtoJesus  

toletmeseeheronceagamnextsummer．  

But how couldIknow she w（）uld sink，  

herfeetfatboatsofcancer，inW川iamsburg，lowa，  

aloIle，forsaken，Withoutmylastkjss？  

Iwasten，Jesus，andtheideaofa kiss  

atthattimemademyyoungstomachsink．  

エビ／オよゐど∫乙r7乃研どγ．エビ川占ピー析／Jオ〟Ⅳ7S占乙′曙，ん乙〃〟．  

RonaldWallace（1945）  

祖母グレイス  

私は彼女にさようならの接吻もしなかった  
バスで最後に去ったのだ  
アイオワ州ウィリアムズバーグ（以下W．】．と略す）の彼女の家を  

彼女の誰もいない家を イエスが  
壁という壁におり，釣爪状の脚付き浴槽と洗面台があり  

私の夏をいつも罠で捕えた角張った部屋が幾つもあった。  

私は夏ごとにそこへ行ったのを覚えている  
毎日が始まるのだった あのラヴェンダーの接吻で  
二階の洗面台で帝水を吹きつけ白粉をはたいたあの顔で  

それから午前中は脆い紅茶茶碗と古い時代の事ビも   
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午後は唾液で湿ったハンカチとイエス  

私を清潔にしてくれていたのだW．l．で。  

W．l．で放り出されて見棄てられて  

私はあの角張った部屋に坐って夏の退屈な日をのろのろ  

過ごしていた 次々に聞きながらだった イエスが如何に  

ユダをその最後の接吻にも拘わらず愛したかを  

彼が次から次へもう一方の頬を向けたかを  

神は善人を沈ませたりはなさらないことを。  

数カ月経ってクリスマスになると 私の心は沈んだものだった  

l．W．からあの花のような手紙が  

屈くのだから，しつこく，常に時をたがえず  

夏のように四角張って香水が香って。  

彼女はいつもそれに封をしたのだ 棲吻で  

テープで包んだ十セント硬貨で，イエスの言葉で。  

私はイエスの言葉なしですませられたので  

十セントはその教訓を心に染み込ませるために  

入れてあるのだと私は思った。それにあのスミレの接吻が  

買えながら惨くはるばるW．l．からやってくるのだった，  

次の夏のために私たちが交わしたあの約束を封じ込めて  

時間同様，確実に，容赦なく。  

私にはこれが最後になるだろうなどとは判らなかったのだ  

もし判っていたら 私はきっとイエスに祈りさえしただろう  

次の夏もう一度，彼女に会わせてくださいと。  

でもどうして私に判っただろう 彼女が視界から沈み消えるだろうなどと  

W．l．で癌で両足を舟型に脹らして  

孤りで見放されて 私の最後の接吻も受けないまま。  

私は十歳だったのだ，全くのところ接吻のことを  

考えると当時は 幼いことに私の意気が消沈したのだ。   
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アノ夏ヲ戻シタマエ。l．W．二戻シタマエ。  

湿ったハンカチ云々は，この十歳の腕白少年の孫を，祖母のグレイスは，ハ  

ンカチを自分の唾液で湿らせては，顆の泥などを拭い取ってくれたのである。   

次はまた，ぐっと趣きの異なる作品で，第一遵の疑問，問題提起は，追連で  

は反転して逆の命題になっているところが妙である。具体的な事物・状景を使  

いながら抽象的な思考・思索を展開してゆく，これも大変偉い作である。Judice  

Kroll（1943▲）の一笛である。  

Sestina  

Isthistheob5ect：  

nottoletthingspass  

Withoutnoticing，  

Withoutbeingincontrol，  

atleastofaclearsight？  

Therearesomanythingsworthnothing．  

1sithourafterhour，doingnothing－  

dreamingofIndia，afargreenobject，  

ablindingsunhungontheedgeofmysight．  

OnemomentIthjnklamwriting，thenextIpass  

intoinfinitefields，andaskywhoseeontrol  

rainsabsolute，unnOticing．  

ItrytothinkLbutfindmyselfnoticing  

eachwordsealedofffromitsthoughtbyaroundnothing．  

Somethingisoutofeontrol；  

Idonotevenobject，  

unawarethatthehourspass，  

thatthepresentmomentisburiedfrornsight  

bythisvisionofmeinIndia，allowingmysight   
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tc・filteroffinthedistance，n（〕ticlng  

myfeetpassoverthelawn．myeyespass  

OVerandoverthegarden，Settlingonnothing．  

Sucharelief，Sightwithoutobject．  

Sucharelief，tOletcontrol  

beaprocesslikebreathing；tOletc〔）ntrOl  

lieinthetargetsofsight，  

1ie，ifanywhere，lostintheheartoftheobject，  

andtolettheeffortofnoticing  

SOaklikeraininthattree，thatfloweT，thatnothing．  

EverymomelltSOmethjnglSCOmlngtOpaSS．  

Irememberahighbrownmountain：apaSS  

Cutthroughit，jagged，holdingillCOntrOl  

theanimals，treeS，underbruSh，andskynOthing  

escaped，nOteVenmySight；  

andthepassextingujsheditselfatatemple〔叩1tOP，WithotltnOticing  

ithaduseditselfup，ithadreacheditsobject．  

1sthjstheobject：tOpaSS，  

Withoutmoticing，beyondcontrol，  

beyondfixedsight，beyond110thillg？  

JudiceKroll（1943）  

セステイーナ  

これが日的だろうか。  

物事をやり過ごしてしまわないことが  
気付かぬままに  
支配，少なくとも  

澄み切った視野の支配下に置かないままに。  

何ら価値のない事柄は多い。   
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私は何時間も坐っている，何もせずに一  

インドのことを夢みながら，遥かなる緑の物象を  

私の視野の端に架かっている目も眩むばかりの太陽を。  

ある瞬間 自分は物を害いているのだなと思っていると次の間間には私は入り  

込んでゆく 無限の広がりの中へ，そして支配力を  

雨に断周として揮う窄へと 気付かぬうちiこ。  

私は考えようとするがいつの問にか気付いている  

どの言葉も断固たる無によって自ら思索することを封鎖されていることに。  

何か重要なことが支配を免れている  

私は反対すらしない  

時間が過ぎ去ってゆくのにも  

現在という瞬間が視野に入らないことにも気付かずに  

それはこの私がインドにいる幻想によって埋められているからで 私の視野に  

遠方で濾過作用をさせて，気付いていたのだ  

私の足が芝生の上を通りすぎ 私の眠が通過して  

何度も庭を見ながら 何物をも見定めないことに。  

大変な安堵だ 目的なしに視ることは。  

大変な安堵だ 支配を  

呼吸のような一つの過程にすることは，支配を  

視野の中にある標的に定め  

支配をもしどこかにするとしたら その物体の核心で見失わせてしまい  

そして気付く努力を雨のように  

あの木に あの花に あの無に 浸み込ませる過程にすることは。  

どの瞬間も 何かが過ぎ去ってゆきつつあるのだ。  

私はとある褐色の高山を覚えている，山道が  

ぎざぎざと切り開かれて 支配していた  

動物たち，木々，下生え，そして空を何物も  

逃れることはなかった，私の視野さえも，  

そしてその山道は消えていた 頂上のある寺院の所で 気イ寸くことなく，   
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自ずから尽きてしまったのだなどとは。目的に到達してしまったのだとは。  

これが目的だろうか．過ぎてゆくのが  

気付くことなく，支配されずに，  

定まった視野の彼方に，無を越えて。  

行末語の“object”は「目的）と「物」の両義の名詞と，動詞「反対する」  

とで使われ，“paSS”も名詞「山道」と動詞「通過する」の両用iこ，“nOticing  

は否定形の“unT】Oticing”も活用して，使っている。  

（以下，次号に続く）  
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